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Ⅰ 調査概要 

１．調査の目的 

子ども・子育て支援事業計画、ひとり親家庭等自立促進計画、子どもの貧困対策計画を統合し

た計画を策定するにあたり、市民へアンケート調査を行い、意識やニーズの分析を行うことによ

り、基礎資料とするために実施した。 

 

２．調査の設計 

（１）調査対象： 調査対象は以下のとおり（総計 21,155件）。 

 
 

（２）調査方法： 郵送配布・用紙及び WEBアンケート方式で回収。 

 

（３）調査期間： 令和 5年 12月 13日～12月 31日 

 

（４）回収率： 総計 8,234件の有効回答（有効回収率 38.9％）。 

 

  

調査票種類

⓪母子健康手帳交付者

①就学前児童保護者

②小学生保護者

③中高生保護者

④ひとり親家庭保護者

⑤ひとり親家庭保護者（就学前児童）

⑥ひとり親家庭保護者（小学生）

⑦ひとり親家庭保護者（中高生）

⑧子ども（小学生）

⑨子ども（中高生）
中学校1年生～高校3年生相当年齢の子ども
（一般世帯・ひとり親世帯共通）

調査対象

母子健康手帳交付者（第 1 子）

一般世帯の就学前子どもの保護者

一般世帯の小学校1年生～6年生の保護者

一般世帯の中学校1年生～高校3年生相当年齢の保護者

ひとり親手当（児童扶養手当・ひとり親家庭等医療
費・遺児手当）の認定を受けている保護者

①と④で、重複して対象となった保護者

②と④で、重複して対象となった保護者

③と④で、重複して対象となった保護者

小学校5年生～6年生の子ども
（一般世帯・ひとり親世帯共通）

調査対象（調査票種類） 配布数 有効回答数 有効回収率
前回（H30）

回収率

⓪母子健康手帳交付者 219 81 37.0% 38.0%

①就学前児童保護者 5,853 2,693 46.0% 53.9%

②小学生保護者 2,855 1,350 47.3% 51.3%

③中高生保護者 2,756 1,074 39.0% -

④ひとり親家庭保護者 2,904 960 33.1%

⑤ひとり親家庭保護者（就学前児童） 132 50 37.9%

⑥ひとり親家庭保護者（小学生） 143 52 36.4%

⑦ひとり親家庭保護者（中高生） 242 77 31.8%

⑧子ども（小学生） 1,390 506 36.4% -

⑨子ども（中高生） 4,661 1,391 29.8% -

38.0%
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３．集計・分析にあたって 

（１）図表中の「ｎ」とは回答者総数（または該当者質問での該当者数）のことで、 

100％が何人の回答に相当するかを示す比率算出の基数である。 

（２）数値（%）は単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳の計が一致しないことが 

ある。 

（３）図表中の数値（％）の合計と分析文中の数値（％）の合計は、数値（％）を 

単位未満四捨五入している影響により一致しないことがある。 

（４）複数回答の場合、回答者総数に対する割合を表示しているため、構成比の合計が 100％ 

を超えることがある。 

（５）本文及びグラフ等の図や表中、意味をそこなわない範囲で簡略化した選択肢がある。 

（６）ひとり親家庭保護者は、子どもの年齢により就学前、小学生、中高生に分けて集計して 

いる。 

（７）⑤～⑦の回答は、一部の設問では①～③の回答に含めて集計している。 

（８）図表中の「前回調査」とは、平成３０年度に行った「船橋子ども・子育て支援に関する 

アンケート調査」、「船橋市の子供のいる世帯の生活状況等に関する調査」のことであり、 

★をつけて表記する。 

（９）子どもの年齢が不明なデータが存在することから、ひとり親家庭保護者の全体の合計と 

就学前、小学生、中高生別の合計人数に差異が生じている。 

（10）本概要版では、概略をわかりやすく示すため、グラフ表記が報告書と異なる場合がある。 

 

４．「生活困難度」指標に基づく分類について 

下記①～③の３つの要素について、該当する要素の数に応じて、 

    『困窮層』＝２つ以上の要素に該当、 

    『周辺層』＝いずれか１つの要素に該当、 

    『一般層』＝いずれの要素にも該当しない、 

の３層に分類後、結果の分析に資した。 

※『一般層』には各要素を判別するための設問で不明・無回答により判別不能であった対象を含む 

 

 ①低所得要素      ：保護者票中の世帯の手取り収入と世帯人数の設問から算出した簡

易的な等価可処分所得が「令和４年国民生活基礎調査」から算出

される基準未満（127万円未満）の世帯。 

等価可処分所得＝世帯の可処分所得※÷√世帯人数 

※収入に関する回答の各選択肢の中央値をその世帯の収入の値とする 

（例えば、「50万円未満」であれば 25万円、「50～75万円未満」であれば 

62.5万円とする。なお、「900万円以上」は 950万円とする。） 

＜対象設問＞ 

 

 

 

 

 

②家計のひっ迫要素   ：保護者票中の家計のひっ迫度をはかる設問８項目中、１つ以上が 

該当する場合。 

  

問 あなたの世帯の昨年１年間の手取り収入の額を教えてください。 

問 お子さんと同居し、生計を同一にしているご家族の構成と人数をお答えください。単身赴任中の方や学業の

ために世帯を離れているお子さんがいる場合には、ご家族の人数に含めて教えてください。 
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＜対象設問＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 ③子どもの体験の欠如要素：保護者票中の子どもの体験に関する設問１０項目中、費用面での 

不能理由（①費用がかかるため）が２つ以上ある場合。 

＜対象設問＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 生活困難度指標に基づく分類の割合 】 

 

※ひとり親保護者とは、ひとり親手当（児童扶養手当・ひとり親家庭等医療費・遺児手当）の認定を 

受けている保護者を指す。 

9.0

4.4

4.2

4.8

4.3

30.0

41.4

28.1

28.0

15.4

12.5

13.5

11.1

11.7

28.3

26.4

29.4

28.0

75.6

83.1

82.3

84.1

84.0

41.7

32.2

42.5

44.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=6256）

一般全体（n=5117）

就学前保護者（n=2693）

小学生保護者（n=1350）

中高生保護者（n=1074）

ひとり親全体（n=1139）

就学前ひとり親保護者（n=174）

小学生ひとり親保護者（n=391）

中高生ひとり親保護者（n=572）

困窮層 周辺層 一般層

問 あなたの世帯では、過去１年の間に、経済的な理由で、以下の費用・サービス・料金について、支払えないこ

とがありましたか。 

①必要とする食料（お酒やコーヒーなどの嗜好品を除く） 

②必要とする衣服（高価な衣服やアクセサリーなどを除く） 

③電話料金  ④電気料金  ⑤ガス料金  ⑥水道料金  ⑦家賃  ⑧住宅ローン 

問 あなたのご家庭では、お子さんに次のことをしていますか。 

「したいができなかった」場合はその理由を下の理由欄の番号を記入してください。 

・スポーツに関する習い事やクラブに通う 

・音楽、習字、絵画等の習い事やクラブに通う 

・学習教室に通う（または家庭教師に来てもらう） 

・キャンプやバーベキューなどの野外活動をする 

・旅行に行く 

・美術館、博物館、科学館に行く 

・スポーツ観戦や劇場に行く 

・遊園地やテーマパークに行く 

・公共施設などで行われる、無料の教室やイベントに参加する 

・誕生日祝いやクリスマス・お正月などの季節の行事を行っている 

＜理由欄＞  

①費用がかかるため ⑤一緒に活動する友達がいないため 

②時間がないため ⑥情報がないため 

③開催時間が合わないため ⑦子どもが対象年齢に達していないため 

④開催場所が遠いため ⑧その他 
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Ⅱ 調査結果 

１．保護者アンケート結果 

（１）子どもにしていること 

○子どもの体験に関する各項目の「していない」場合の理由について、生活困難度が高いほど、

経済的な理由から「したいができなかった」割合が高くなっている。また、キャンプやバーベ

キューなどの野外活動については、経済的な理由のほか、「時間がない」ことも理由として多

くなっている。 

○公共施設で行われる無料の教室やイベントについては、「時間がない」のほか、「開催時間

が合わない」「情報がない」の割合も多くなっている。 

子どもの体験に関する調査項目 

①スポーツに関する習い事やクラブに通う ⑥美術館、博物館、科学館に行く 

②音楽、習字、絵画等の習い事やクラブに 

通う 
⑦スポーツ観戦や劇場に行く 

③学習教室に通う（または家庭教師に来て 

もらう） 
⑧遊園地やテーマパークに行く 

④キャンプやバーベキューなどの野外活動 

をする 

⑨公共施設などで行われる、無料の教室やイ 

ベントに参加する 

⑤旅行に行く 
⑩誕生日祝いやクリスマス・お正月などの季 

節の行事を行っている 

※本概要版では、上表①から⑩の体験項目のうち、①、④、⑨のみ一部抜粋して掲載しています 
 

①スポーツに関する習い事やクラブに通う 

 
＜体験をしたいができなかった場合の理由＞ 

  

31.3

38.1

42.9

68.3

61.9

56.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困窮層（n=224）

周辺層（n=640）

一般層（n=4253）

【一般】

している していない 無回答

25.1

38.2

37.1

74.9

61.8

60.0 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困窮層（n=342）

周辺層（n=322）

一般層（n=475）

【ひとり親】

している していない 無回答

83.5

12.4

25.6

59.2

23.7

34.3

10.4

43.7

22.1

0% 50% 100%

費用がかかるため

子どもが対象年齢に達して

いないため

時間がないため

【一般】

困窮層（n=121）

周辺層（n=245）

一般層（n=958）

82.8

4.8

26.3

57.5

1.3

42.5

35.0

2.0

24.0

0% 50% 100%

費用がかかるため

子どもが対象年齢に達して

いないため

時間がないため

【ひとり親】

困窮層（n=186）

周辺層（n=80）

一般層（n=100）
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④キャンプやバーベキューなどの野外活動をする 

 
＜体験をしたいができなかった場合の理由＞ 

 

 

⑨公共施設などで行われる、無料の教室やイベントに参加する 

 
＜体験をしたいができなかった場合の理由＞ 

 

  

22.3

26.9

37.2

77.7

73.1

61.8 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困窮層（n=224）

周辺層（n=640）

一般層（n=4253）

【一般】

している していない 無回答

13.5

22.4

22.1

86.0

77.3

73.5 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困窮層（n=342）

周辺層（n=322）

一般層（n=475）

【ひとり親】

している していない 無回答

31.0

72.2

10.3

40.9

44.9

19.0

28.7

6.6

35.1

0% 50% 100%

時間がないため

費用がかかるため

子どもが対象年齢に達して

いないため

【一般】

困窮層（n=126）

周辺層（n=247）

一般層（n=878）

35.8

59.4

3.2

44.1

39.8

4.3

29.6

21.7

1.7

0% 50% 100%

時間がないため

費用がかかるため

子どもが対象年齢に達して

いないため

【ひとり親】

困窮層（n=187）

周辺層（n=93）

一般層（n=115）

36.2

41.4

47.5

63.4

58.4

51.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困窮層（n=224）

周辺層（n=640）

一般層（n=4253）

【一般】

している していない 無回答

18.1

27.6

28.8

81.3

72.0

67.4 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困窮層（n=342）

周辺層（n=322）

一般層（n=475）

【ひとり親】

している していない 無回答

31.4

31.4

29.1

36.6

31.7

31.0

26.6

26.9

22.2

0% 20% 40% 60%

時間がないため

開催時間が合わないため

情報がないため

【一般】

困窮層（n=86）

周辺層（n=145）

一般層（n=631）

39.9

24.5

22.4

43.5

33.3

26.1

31.9

19.1

9.6

0% 20% 40% 60%

時間がないため

開催時間が合わないため

情報がないため

【ひとり親】

困窮層（n=143）

周辺層（n=69）

一般層（n=94）
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（２）保護者の就労状況について 

○母親の就労状況について、フルタイムで働いている割合が前回調査に比べて増加している。

保育園等の利用希望が増加したのは、こうした就労状況の変化も要因の一つと考えられる。 

 
※母子健康手帳交付者、就学前保護者、小学生保護者のみ抜粋 

（３）現在の暮らしの状況について 

○家計の状況について、「苦しい」「大変苦しい」の割合は、一般世帯よりもひとり親世帯で高

い。 

○生活困難度別にみると、「苦しい」「大変苦しい」の割合は困窮層で高い。 

  

19.8

27.7

25.3

39.8

23.4

28.1

74.1

55.5

51.6

37.3

33.8

23.3

6.2

14.3

22.9

22.1

42.7

46.8

2.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子健康手帳交付者（n=81）

（前回調査）

★ 母子健康手帳交付者（n=119）

就学前保護者（n=2693）

（前回調査）

★ 就学前保護者（n=3229）

小学生保護者（n=1342）

（前回調査）

★ 小学生保護者（n=1535）

就労していない

フルタイムで就労している、またはその産休・育休・介護休業中である

パートタイム、アルバイトなどで就労している、またはその産休・育休・介護休業中である

無回答

2.0

1.3

4.2

13.2

2.5

4.6

16.5

45.6

66.2

10.8

46.6

50.9

48.7

39.4

16.0

53.2

39.4

33.3

34.4

9.7

2.1

34.2

11.2

7.8

1.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【一般】

困窮層（n=224）

周辺層（n=640）

一般層（n=4253）

【ひとり親】

困窮層（n=342）

周辺層（n=322）

一般層（n=475）

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答
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＜世帯の手取り収入＞ 

 
  

5.8

0.9

4.0

3.6

3.6

0.9

3.6

4.9

11.6

10.3

4.5

8.0

8.9

11.2

6.7

4.5

2.7

3.6

0.9

4.1

1.6

1.6

1.9

0.8

0.6

1.7

2.2

3.0

5.9

7.7

6.1

9.5

15.9

13.8

10.6

5.8

7.3

0.0

0.1

0.0

0.1

0.1

0.1

0.1

0.2

0.3

1.3

2.6

4.2

4.3

7.5

15.4

15.2

14.0

10.7

21.5

2.4

0% 10% 20% 30%

５０万円未満

５０～７５万円未満

７５～１００万円未満

１００～１２７万円未満

１２７～１５０万円未満

１５０～１７６万円未満

１７６～２００万円未満

２００～２２５万円未満

２２５～３００万円未満

３００～３５０万円未満

３５０～４００万円未満

４００～４５０万円未満

４５０～５００万円未満

５００～６００万円未満

６００～７００万円未満

７００～８００万円未満

８００～９００万円未満

９００万円以上

無回答

【一般】

困窮層（n=224）

周辺層（n=640）

一般層（n=4253）

12.6

5.0

8.2

12.3

13.2

5.8

8.2

12.6

13.5

3.8

1.2

1.2

0.6

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

1.8

9.6

3.7

9.0

11.2

6.5

4.7

10.6

9.3

17.4

7.5

4.7

1.9

1.9

1.6

0.3

0.3

0.0

0.0

0.0

2.7

1.1

2.3

4.2

2.9

2.5

8.0

7.4

19.2

13.5

9.3

6.1

3.8

5.1

2.3

1.1

0.6

0.6

7.4

0% 10% 20% 30%

５０万円未満

５０～７５万円未満

７５～１００万円未満

１００～１２７万円未満

１２７～１５０万円未満

１５０～１７６万円未満

１７６～２００万円未満

２００～２２５万円未満

２２５～３００万円未満

３００～３５０万円未満

３５０～４００万円未満

４００～４５０万円未満

４５０～５００万円未満

５００～６００万円未満

６００～７００万円未満

７００～８００万円未満

８００～９００万円未満

９００万円以上

無回答

【ひとり親】

困窮層（n=342）

周辺層（n=322）

一般層（n=475）
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（４）日常的な施設等の利用希望 

○施設の利用希望（ニーズ）については、保育園が最も高く、次いで幼稚園＋預かりや認定こ

ども園の利用希望が高い傾向が見られる。 

○前回調査と比較すると、就学前保護者においては、保育園の利用希望は若干伸び、幼稚園

等はやや減少している。 

 
＜年齢区分別＞       

 

 

  

40.5

44.6

68.9

48.6

24.3

1.4

4.1

4.1

1.4

10.8

17.6

0.0

39.1

33.0

69.6

44.3

20.0

4.3

10.4

18.3

4.3

11.3

13.0

0.0

18.8

26.2

58.4

18.9

5.2

1.3

3.2

2.3

1.4

13.1

18.4

1.6

3.9

26.1

37.6

53.4

25.9

6.0

2.8

7.1

4.0

2.0

10.9

16.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80%

幼稚園

幼稚園＋幼稚園の預かり

保育

認可保育所（保育園）

認定こども園

小規模保育事業

家庭的保育

事業所内保育施設

認証保育所

その他の認可外の保育施

設

居宅訪問型保育（ベビー

シッター）

ファミリー・サポート・セン

ター

特別支援学校幼稚部

無回答

母子健康手帳交付者（n=74）

（前回調査）★ 母子健康手帳交付者（n=115）

就学前保護者（n=1736）

（前回調査）★ 就学前保護者（n=1949）

14.0

22.9

69.0

24.4

12.9

2.5

5.2

4.1

1.8

10.9

12.2

1.4

9.7

23.4

28.1

64.0

24.8

6.1

1.1

2.2

1.8

1.8

13.3

19.1

0.7

2.9

19.8

25.9

56.7

16.0

3.4

1.1

2.3

1.9

1.1

18.3

18.6

0.8

3.4

19.8

27.8

50.8

14.4

0.8

0.8

2.9

1.6

1.1

12.8

22.1

2.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80%

幼稚園

幼稚園＋幼稚園の預かり

保育

認可保育所（保育園）

認定こども園

小規模保育事業

家庭的保育

事業所内保育施設

認証保育所

その他の認可外の保育施

設

居宅訪問型保育（ベビー

シッター）

ファミリー・サポート・セン

ター

特別支援学校幼稚部

無回答

0歳（n=442）

1歳（n=278）

2歳（n=263）

3～5歳（n=734）
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（５）こども誰でも通園制度（仮称）の利用希望について 

○「利用したい」の割合は、年齢が低いほど高く、０～１歳では約７割以上が利用を希望してい

る。 

○一定のニーズがあることが明らかになったことから、ニーズに対応する施設・事業所の調整

が今後の課題である。 
＜年齢区分別＞       

 

 

（６）子育て支援事業の利用状況・希望 

○子育て支援センターや児童ホームを「知っている」割合は、ともに就学前保護者で高くなって

いる。 

○児童ホームについて、母子健康手帳交付者の認知度が低い傾向がみられる。 

○今後の利用希望の割合は、母子健康手帳交付者で高く、子育て支援センターが約９割、児

童ホームが８割弱となっている。 

 

＜子育て支援センターや児童ホームを知っているか＞ 

「子育て支援センター」            「児童ホーム」 

 

 

＜子育て支援センターや児童ホームの今後の利用希望＞ 

「子育て支援センター」            「児童ホーム」 

 

  

77.8

62.0

22.2

36.9 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子健康手帳

交付者（n=81）

就学前保護者

（n=2743）

利用したい 利用したいと思わない 無回答

72.6

70.0

64.2

54.4

25.9

29.2

35.6

44.5

1.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0歳（n=617）

1歳（n=383）

2歳（n=371）

3～5歳（n=1333）

利用したい 利用したいと思わない 無回答

61.7

89.3

38.3

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子健康手帳

交付者（n=81）

就学前保護者

（n=2743）

はい いいえ 無回答

50.6

88.8

48.1

10.6

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子健康手帳

交付者（n=81）

就学前保護者

（n=2743）

はい いいえ 無回答

90.1

24.5

9.9

74.0 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子健康手帳

交付者（n=81）

就学前保護者

（n=2743）

利用したい 使う予定はない 無回答

77.8

46.7

21.0

52.0

1.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子健康手帳

交付者（n=81）

就学前保護者

（n=2743）

利用したい 使う予定はない 無回答
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（７）育児休業の取得状況 

○「取得した（取得中である）」の割合は、お母さんで約６割、お父さんで約２割となっている。 

○前回調査と比べると、「取得した（取得中である）」の割合は、お母さん、お父さんともに伸び、

特にお父さんで４倍以上に増えている。 

 

（１）お母さん 

 

（２）お父さん 

 

 

（８）子育ての環境や支援への満足度（子育てのしやすさ） 

○船橋市の子育て満足度については、前回調査と比較すると、やや下がった。 

 
1：低い                                 5：高い 

 
 

 

 

 

  

30.3

46.8

59.9

43.3

1.7

6.9

7.6

1.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前保護者（n=2735）

（前回調査）

★ 就学前保護者（n=3229）

就労していなかった 取得した（取得中である） 希望していたが取得できなかった 取得しなかった 無回答

1.9

2.4

19.8

4.5

6.5 70.6

86.5

1.2

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前保護者（n=2698）

（前回調査）

★ 就学前保護者（n=3229）

就労していなかった 取得した（取得中である） 希望していたが取得できなかった 取得しなかった 無回答

10.2

7.7

21.9

21.7

46.3

43.2

18.7

23.8

2.9

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前保護者（n=2575）

（前回調査）

★ 就学前保護者（n=2635）

1 2 3 4 5

※就学前保護者のみ抜粋 

※無回答除く 

「満足度低い」が増加↗ 「満足度高い」が減少↘ 

満足度平均点    ２.９４→２．８２ 
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（９）子育てがしやすくなると思う環境 

○子育て環境への要望として、医療費や保育料、教育費など、子育てにかかる経済的負担が

軽減された環境を求める声が最も多くなっている。 

  

61.8

42.7

40.2

37.9

34.9

31.5

15.7

9.1

8.2

7.5

5.3

4.6

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子育ての経済的負担の軽減

子どもたちが安心して遊べる身近な場所

希望する保育園などに入れること

子育てについての職場の理解・協力

困った時の子どもの預け先

放課後安心して子どもが過ごす場所

周囲の方からやさしく見守られる環境

発達が気になる子どものための支援

母子保健（健康診査や予防接種等）の充実

親子が気軽に集え、交流できる場所

困った時に子育ての悩みを相談できる環境

子育てに関する情報が手に入る環境

無回答
就学前保護者（n=2743）

※就学前保護者調査のみ抜粋 
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（１０）ひとり親家庭について 

【就労状況と雇用形態】 

○「ひとり親もしくは養育者になる以前」より「現在」のほうが「正社員・正規職員」の割合が高く

なっている。 

 

＜ひとり親もしくは養育者になる以前＞ 

 

＜現在＞ 

 

  

35.1

30.7

22.9

19.3

4.6

7.9

8.6

5.1

40.2

34.8

39.5

35.8

2.3

3.6

4.9

3.9

17.2

19.2

21.3

22.8

1.3

3.5

2.0

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前ひとり親保護者（n=174）

小学生ひとり親保護者（n=391）

中高生ひとり親保護者（n=572）

（前回調査）

★ ひとり親保護者（n=1445）

正社員・正規職員 会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員 パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業（内職、自由業、フリーランスを含む。） 働いていない（専業主婦／主夫を含む。）

その他 無回答

36.2

39.9

41.6

33.3

1.2

5.2

10.2

10.3

7.3

38.5

32.2

26.0

34.4

2.9

5.1

5.4

3.6

15.5

7.2

10.7

9.2

1.7

3.6

3.1

4.8

1.3

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前ひとり親保護者（n=174）

小学生ひとり親保護者（n=391）

中高生ひとり親保護者（n=572）

（前回調査）

★ ひとり親保護者（n=1445）

正社員・正規職員 会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員 パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業（内職、自由業、フリーランスを含む。） 働いていない（専業主婦／主夫を含む。）

その他 無回答
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【資格】 

○実際の仕事で役立っている資格については、「ホームヘルパー、介護職員初任者研修修了、

実務者研修修了」「パソコン」「介護福祉士」の割合が比較的高くなっている。 

○今後取得したい資格については、「パソコン」「簿記」「医療事務」の割合が比較的高い傾向

にある。 

 

＜実際の仕事で役立っている資格＞              ＜今後取得したい資格＞ 

  
  

2.9

5.2

0.0

1.1

0.0

2.3

0.0

3.4

0.6

0.6

4.6

2.9

0.6

0.0

2.3

2.9

0.0

10.3

66.1

1.5

4.9

2.0

3.3

0.5

2.6

1.5

5.6

3.1

1.8

4.3

5.4

0.0

0.0

0.8

3.3

0.0

9.5

58.3

3.8

6.6

1.7

2.8

0.5

1.0

2.8

5.1

0.7

0.5

5.1

4.4

0.0

0.2

3.3

2.1

0.2

9.4

56.8

4.9

5.2

1.0

2.6

0.8

1.2

1.7

5.9

1.7

0.6

4.4

3.6

0.1

0.0

1.3

2.5

7.5

62.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

簿記

ホームヘルパー、介護職員初任

者研修修了、実務者研修修了

教員

看護師

准看護師

調理師

理・美容師

パソコン

外国語

栄養士

介護福祉士

保育士

理学療法士

作業療法士

大型、第二種自動車免許

医療事務

行政書士

その他

無回答

就学前ひとり親保護者（n=174）

小学生ひとり親保護者（n=391）

中高生ひとり親保護者（n=572）

（前回調査）★ ひとり親保護者（n=1445）

10.9

4.6

0.0

2.3

0.6

2.3

0.6

11.5

2.9

2.9

4.6

1.7

1.1

0.0

2.3

7.5

3.4

13.8

49.4

6.1

1.5

0.3

3.1

2.0

4.1

0.5

14.3

4.9

1.5

2.6

2.6

1.3

0.5

4.3

6.1

1.3

10.5

54.0

4.5

2.8

0.3

1.4

0.9

2.1

0.3

10.5

5.1

2.3

4.9

1.7

0.3

0.3

2.6

4.2

1.7

9.6

60.7

5.4

4.3

0.6

3.3

1.2

2.4

1.0

13.6

4.9

1.5

3.5

3.1

1.0

1.0

3.7

7.3

7.5

56.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

簿記

ホームヘルパー、介護職員初任

者研修修了、実務者研修修了

教員

看護師

准看護師

調理師

理・美容師

パソコン

外国語

栄養士

介護福祉士

保育士

理学療法士

作業療法士

大型、第二種自動車免許

医療事務

行政書士

その他

無回答

就学前ひとり親保護者（n=174）

小学生ひとり親保護者（n=391）

中高生ひとり親保護者（n=572）

（前回調査）★ ひとり親保護者（n=1445）
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【養育費及び親子（面会）交流】 

養育費 

○養育費の取り決めについては、ひとり親保護者の約半数以上が取り決めをしている。前回

調査と比較すると、取り決めをしている割合がわずかに増加している。 

○養育費の取り決めをしている割合は、養育費の受給を受けている人で高くなっている。 

○養育費の取り決めをしていない理由としては、「相手に支払う意思がないと思ったから」や

「相手と関わりたくないから」「相手に支払う能力がないと思ったから」といった理由が多く挙

げられている。 

○養育費の受給状況については、「受けたことがない」が４割以上で、特に「親子交流を行った

ことがない」層では受給状況が低くなっている。 

 

＜養育費についての取り決め＞ 

 

 

＜養育費の取り決め状況×受給状況＞          

 

  

51.9

54.2

54.1

49.0

47.5

45.8

44.9

48.9

1.0

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前ひとり親保護者

（n=158）

小学生ひとり親保護者

（n=332）

中高生ひとり親保護者

（n=497）

（前回調査）

★ ひとり親保護者

（n=1240）

取り決めしている 取り決めしていない 無回答

95.0

66.9

16.8

5.0

33.1

82.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在も受けている（n=378）

受けたことがあるが現在は受けていない（n=136）

受けたことがない（n=463）

取り決めしている 取り決めしていない 無回答
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＜養育費の取り決めをしていない理由＞          

 

 

＜養育費の受給状況＞    

 
  

16.0

45.3

32.0

0.0

2.7

12.0

2.7

8.0

52.0

1.3

17.3

0.0

20.4

40.8

46.1

0.0

0.7

7.9

1.3

12.5

49.3

3.3

12.5

0.7

13.9

36.8

44.4

2.2

1.8

13.0

1.3

16.1

43.5

5.4

15.7

0.9

12.7

45.2

43.9

2.0

2.5

17.3

2.5

16.8

47.9

3.5

9.9

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

取り決めの交渉がわずらわしいから

相手に支払う意思がないと思ったから

相手に支払う能力がないと思ったから

相手に養育費を請求できることを知らなかったから

子どもを引き取った方が、養育費を負担するものだと

思っていたから

取り決めの交渉をしたが、まとまらなかったから

現在交渉中又は今後交渉予定であるから

相手から身体的・精神的暴力を受けていたから

相手と関わりたくないから

自分の収入等で経済的に問題ないから

その他

無回答

就学前ひとり親保護者（n=75）

小学生ひとり親保護者（n=152）

中高生ひとり親保護者（n=223）

（前回調査）★ ひとり親保護者（n=606）

34.8

43.4

35.8

33.5

17.7

11.1

14.3

14.0

46.8

44.6

48.3

51.2

1.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前ひとり親保護者

（n=158）

小学生ひとり親保護者

（n=332）

中高生ひとり親保護者

（n=497）

（前回調査）

★ ひとり親保護者

（n=1240）

現在も受けている

受けたことがあるが現在は受けていない

受けたことがない

無回答



16 

 

＜養育費の受給状況×親子交流の実施状況＞          

 
 

親子交流 

○親子交流の取り決めについては、ひとり親保護者の約３割から４割が取り決めをしているが、

取り決めしていない割合が過半数を占めている。 

○親子交流の取り決めをしている割合は、子どもの年齢が低いほど高く、中高生ひとり親保護

者では最も低いことがわかる。 

○取り決めをしていない理由として「相手と関わりたくないから」といった理由が多く挙げられて

いる。 

○親子交流の実施状況については、約３割から４割のひとり親保護者が現在も行っていると回

答しているが、「親子交流を行ったことがない」と回答している割合も高くなっている。 

○親子交流を実施していない理由としては、「相手が親子交流を求めてこないから」や「子ども

が会いたがらないから」「相手が養育費を支払わないから」といった理由が多く挙げられてい

る。 

 

＜親子交流についての取り決め＞ 

  

 

  

57.7

32.1

24.7

8.8

28.0

10.9

32.4

39.4

63.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在、親子交流を行っている（n=352）

過去に親子交流を行ったことがあるが、現在は

行っていない（n=218）

親子交流を行ったことがない（n=405）

現在も受けている 受けたことがあるが現在は受けていない 受けたことがない 無回答

44.9

40.4

30.8

32.2

55.1

59.0

68.0

63.6

1.2

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前ひとり親保護者

（n=158）

小学生ひとり親保護者

（n=332）

中高生ひとり親保護者

（n=497）

（前回調査）

★ ひとり親保護者

（n=1240）

取り決めしている 取り決めしていない 無回答
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＜親子交流の取り決めをしていない理由＞ 

 

 

 

  

16.1

4.6

51.7

20.7

13.8

5.7

14.9

21.8

17.2

6.9

5.7

2.3

14.9

1.1

12.8

6.1

41.8

24.5

21.9

8.2

17.9

12.8

13.8

6.6

2.6

1.0

10.7

1.0

10.7

8.9

36.7

17.5

26.9

3.3

18.3

13.0

7.7

3.6

0.9

0.0

15.1

3.3

8.9

11.9

39.0

24.2

19.0

5.4

20.0

19.5

13.6

5.6

4.3

1.0

13.4

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

取り決めの交渉がわずらわしいから

相手から身体的・精神的暴力を受けていたから

相手と関わりたくないから

相手が親子交流を希望しないから

取り決めをしなくても交流できるから

子どもの連れ去りや虐待の可能性があるから

子どもが会いたがらないから

相手が養育費を支払わない又は支払えないから

親子交流することが子どものためにならないと思うから

親族が反対しているから

取り決めの交渉をしたが、まとまらなかったから

現在交渉中又は今後交渉予定であるから

その他

無回答

就学前ひとり親保護者（n=87）

小学生ひとり親保護者（n=196）

中高生ひとり親保護者（n=338）

（前回調査）★ ひとり親保護者（n=789）
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＜親子交流の実施状況＞ 

 

＜現在、親子交流を実施していない理由＞ 

 

 

  

38.0

36.4

34.2

32.4

17.7

19.9

24.7

23.2

43.7

42.5

39.2

39.8

1.2

1.8

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前ひとり親保護者（n=158）

小学生ひとり親保護者（n=332）

中高生ひとり親保護者（n=497）

（前回調査）

★ ひとり親保護者（n=1240）

現在、親子交流を行っている 過去に親子交流を行ったことがあるが、現在は行っていない

親子交流を行ったことがない 無回答

38.1

5.2

22.7

2.1

13.4

7.2

36.1

8.2

2.1

10.3

33.0

3.1

21.7

1.9

33.8

5.3

14.0

13.0

48.8

4.8

0.0

6.8

21.3

4.3

21.7

4.1

42.1

6.3

10.4

9.7

35.5

2.8

0.6

8.2

22.6

5.3

7.5

1.4

10.6

0.6

1.4

1.9

21.2

0.8

0.0

1.8

13.9

38.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

相手が養育費を支払わないから

相手が面会の約束を守らないから

子どもが会いたがらないから

塾や学校の行事で子どもが忙しいから

親子交流によって子どもが精神的又は身体的に不安定になるから

相手に暴力などの問題行動があるから

相手が親子交流を求めてこないから

親族が反対しているから

第三者による親子交流の支援を受けられないから

相手が結婚したから

その他

無回答

就学前ひとり親保護者（n=97）

小学生ひとり親保護者（n=207）

中高生ひとり親保護者（n=318）

（前回調査）★ ひとり親保護者（n=782）
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２．子どもアンケート結果 

（１）放課後や休日の過ごし方 

○子ども自身が思う放課後の過ごし方の希望について、小学生は現状と希望が一致しており、

「友だちと遊ぶ」ことを好む傾向にある。 

○中高生は、希望としては「友達と遊ぶ」ことを望んでいるが、現実にはそれが叶いづらい傾向

にある。 

○全体として家族との時間を大切にしつつも、友達との交流や自己の時間を求めている。 

 

 
  

36.8

58.7

7.3

1.4

4.3

9.1

2.2

62.8

58.5

20.8

3.6

20.0

6.3

0.2

1.2

56.6

54.1

4.2

0.9

1.2

46.4

41.7

45.3

7.1

16.3

9.3

4.5

0.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

自分の家で、一人で過ごす

家族と過ごす

おじいちゃん・おばあちゃんやおばさんなどの親せきの家に行く

放課後ルームに行く

船っ子教室（放課後子供教室）に行く

児童ホームに行く

放課後等デイサービスに行く

友だちと遊ぶ

塾や習い事に行く

学校の部活動や地域のクラブ活動に参加する

ゲームセンターや繁華街へ遊びに行く

家のお手伝いをする（家族のお世話や家事など）

アルバイトに行く

その他

わからない

無回答

小学生（n=506）

中高生（n=1391）

24.7

43.7

7.9

1.2

1.2

4.2

1.0

65.8

19.2

11.9

17.8

8.5

5.3

5.7

5.5

42.6

34.7

3.7

0.6

0.3

59.1

11.2

22.2

15.6

4.2

13.1

4.2

5.8

3.7

0% 20% 40% 60% 80%

自分の家で、一人で過ごす

家族と過ごす

おじいちゃん・おばあちゃんやおばさんなどの親せきの家に行く

放課後ルームに行く

船っ子教室（放課後子供教室）に行く

児童ホームに行く

放課後等デイサービスに行く

友だちと遊ぶ

塾や習い事に行く

学校の部活動や地域のクラブ活動に参加する

ゲームセンターや繁華街へ遊びに行く

家のお手伝いをする（家族のお世話や家事など）

アルバイトに行く

その他

わからない

無回答

小学生（n=506）

中高生（n=1391）

＜普段の過ごし方＞ 

＜希望の過ごし方＞ 
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（２）学校の授業理解度 

○学校の授業理解度について、「いつもわかる」「だいたいわかる」の割合は、小学生よりも中

高生で低く、小学生、中高生ともに困窮層ほど授業の理解度が低い傾向にある。 

 

（３）将来の進学希望 

○将来どの学校まで進学したいかを問う設問に対し、困窮層ほど「高校」の割合が高く、「大学」

の割合が低い傾向にある。 

  

2.3

19.1

25.6

3.8

10.4

11.8

45.5

32.4

42.7

22.0

30.2

32.7

36.4

36.8

25.6

55.3

43.2

42.5

11.4

4.4

2.1

8.2

8.6

7.2

2.3

8.2

4.1

2.9

2.3

2.9

2.3

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【小学生】

困窮層（n=44）

周辺層（n=68）

一般層（n=375）

【中高生】

困窮層（n=159）

周辺層（n=222）

一般層（n=932）

いつもわかる だいたいわかる 教科によってはわからないことがある

わからないことが多い ほとんどわからない 学校には通っていない

その他 無回答

6.8

2.9

1.3

20.5

11.8

8.0

19.5

10.4

6.8

9.1

13.2

13.6

8.2

12.2

8.4

4.5

1.5

2.1

1.9

1.4

1.2

38.6

55.9

55.2

47.2

54.1

65.9

3.8

3.6

4.5

2.3

3.6

18.2

13.2

18.9

15.7

14.0

10.9

1.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【小学生】

困窮層（n=44）

周辺層（n=68）

一般層（n=375）

【中高生】

困窮層（n=159）

周辺層（n=222）

一般層（n=932）

中学 高校 専門学校 高等専門学校 短大 大学 大学院 その他 まだわからない 無回答

高校 

高校 

大学 

大学 



21 

 

（４）相談方法 

○困った時などの相談方法として「どのような場所や方法が相談しやすいか」との問いに対し、

小学生、中高生ともに「自分の好きなタイミングで話を聞いてもらうことができる場所（直接会

って話す・電話で話すなど）」の割合が最も高くなっている。また、中高生では「LINE などの

SNSでの相談」の割合も高い傾向にある。 

○生活困難度別による大きな差はみられないものの、小学生では困窮層にて「家に相談相手

が来てくれる」の割合が低く、「LINE などの SNS での相談」の割合が他の層に比べて高くな

っている。 

 

  
  

31.8

4.5

11.4

27.3

52.3

4.5

2.3

41.2

17.6

19.1

10.3

47.1

4.4

0.0

39.2

17.9

18.1

16.8

55.2

4.5

1.6

0% 20% 40% 60%

学校の中で放課後などに話を聞い

てくれる場所

家に相談相手が来てくれる

家や学校以外の場所

LINEなどのSNSでの相談

自分の好きなタイミングで話を聞い

てもらうことができる場所（直接会っ

て話す・電話で話すなど）

その他

無回答

【小学生】

困窮層（n=44）

周辺層（n=68）

一般層（n=375）

32.1

8.2

18.2

41.5

44.0

3.8

1.9

34.2

11.7

19.4

41.4

41.9

5.0

0.5

35.2

10.3

15.7

40.5

41.1

4.0

1.2

0% 20% 40% 60%

学校の中で放課後などに話を聞い

てくれる場所

家に相談相手が来てくれる

家や学校以外の場所

LINEなどのSNSでの相談

自分の好きなタイミングで話を聞い

てもらうことができる場所（直接会っ

て話す・電話で話すなど）

その他

無回答

【中高生】

困窮層（n=159）

周辺層（n=222）

一般層（n=932）
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（５）子どもの気持ち 

○将来の展望に関する項目である「がんばれば、良い結果がでると思う」「自分の将来が楽し

みだ」について、「とても思う」「思う」の割合が困窮層は低くなっている。 

 

・「がんばれば、良い結果がでると思う」 

 

 

・「自分の将来が楽しみだ」 

   

34.1

38.2

52.8

26.4

40.1

39.8

45.5

52.9

34.7

48.4

42.3

44.8

13.6

4.4

7.2

15.1

8.1

9.3

2.3

1.5

2.1

5.0

4.5

2.7

4.5

2.9

2.9

4.4

5.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【小学生】

困窮層（n=44）

周辺層（n=68）

一般層（n=375）

【中高生】

困窮層（n=159）

周辺層（n=222）

一般層（n=932）

とても思う 思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

27.3

36.8

36.0

20.1

23.4

21.7

29.5

33.8

32.3

25.2

32.4

31.4

27.3

14.7

16.8

35.2

21.6

25.5

11.4

8.8

7.5

10.7

11.3

11.7

4.5

5.9

7.2

8.2

10.8

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【小学生】

困窮層（n=44）

周辺層（n=68）

一般層（n=375）

【中高生】

困窮層（n=159）

周辺層（n=222）

一般層（n=932）

とても思う 思う あまり思わない 思わない わからない 無回答
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（６）船橋市への意見 

○子ども調査の自由記述欄に多くの意見が寄せられ、分類別に整理すると下表のとおりとなっ

た（上位３項目を赤枠囲い）。 

 

 

  

こどもの自由記述内容分類結果（全482人からの回答を分類）

№ 分類名 件数

1 学校・教育環境 156件

2 公園・遊び場の整備 89件

3 安全・交通対策 86件

4 文化・イベント 57件

5 意見・相談窓口 56件

6 スポーツ・レクリエーション 54件

7 環境・まちづくり 51件

8 商業・施設 46件

9 健康・福祉 30件

10 子育て・家庭支援 25件

11 その他 21件

12 分類不能 19件

※回答内容により複数分類先があるため、件数合計は回答者数を超える。
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